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Ⅲ 大正期における地主の家と地主経営
1 田中家の本分家･親族関係
はじめに 序論でのべてきたように,地主制研
究は戟前の農村社会の構造とその変動を理解する
鍵である｡仙 この点で,農村社会学における寄生
地主制研究は,地主による農民支配の構造,逆に
いえば,農民の主体形成の社会的･経済的基盤お
よびその具体的過程を明らかにしようとしてきた
のであるが,理論的にも実証的にも十分な成果を
あげているとは言い難い｡とくに,地主一小作関
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係の具体的姿が社会学のみならず経済史学におい
ても解明されていない点に大きな弱点があった｡
以下では,こうした研究状況をふまえて,水稲
単作地帯の下級大地主田中家を事例として取り上
げ,この家を中心とする労働 ･生活における様々
な契機をめぐる家関係の分析をとうして大正期に
おける地主一小作関係の特質を究明しよう,と思
う｡その際,とくに地主経営の経済的構造の分析
が重要な基礎に据えられねばならない｡既述のよ
うに,この分析を基礎として,農民層分解が,地
主経営の性格や農民的経営の発展により,さらに,
これら地主の家と小作農民の家関係によりいかに
媒介され,変容を受けつつ実現されるのかが問わ
れねばならないからである｡この分析は,当然,
地主経営の主体的契機たる田中家の家の構造の解
明を前提とする｡まず,この分折からはじめよう｡
本分家･親族関係 初めに,田中家を本家とす
る本家･分家関係について述べれば,竹ノ花の次
三郎の分派を初発として,続いて,ニッ堂の権次
郎,吉次郎,三太郎,九歳の順で,また,池ノ端
にはその孫分家である三蔵,為三家の家々があり,
これらを含めて7分家を出している｡この分派
は藩政期にあったものといわれている｡これから
下って明治期に聖篭村の要吉,新発田の又平家が
分かれた｡これらの分家のうち,とくに竹ノ花,
ニッ堂の家々は,村外分家として出されたもので
はなく,田中家の名主としての転居と共に村内分
家として置かれたものである｡従って,田中本家
とこれらの家々との日常的な生活における対面的
交渉はあまりなく,この期には,後にもみること
になるが池ノ端の三蔵家が年季奉公に労働力を出
している他は,この本家･分家関係が地主田中家
の地主経営に直接関係していることはみられない｡
もっぱら年始や歳暮あるいは冠婚葬祭のような儀
図4 明治末一大正期の田中家の家族構成
三保平 耳 妻
タ ヲ ソ シ ワ カ 八郎
注 :1)ティ 千町歩地主自勢家の分家の長女｡
2)サダ 五十公野村 (現新発田)熊倉家の長
女｡村2･3番の地主 (村長)｡明治
26年始入｡
3)仁八郎 小坂に分家後死亡｡長三郎家｡明治
39年結婚｡
4)シカ 浄土宗照善寺 (豊栄､嘉山)に嫁ぐ
(唐橋家)0
5)ミワ 大形村 (中蒲原郡)大橋家に嫁ぐ｡
20-30田丁地主 (村長)0
6)ヨシ 加治川村 (西浦)の奥村家に嫁ぐ｡
地主｡明治33年始出｡
7)シソ 加治川村 (吉田)の森山家に嫁ぐ｡
地主｡明治35年婚出｡
8)ナヲ 佐々木村 (西毒口)の佐藤家に嫁ぐ｡
二宮･白勢家差配 (村長)｡明治39年
始出｡
9)リタ 小坂部落に分家 (明治44年)｡長三
郎を養子に迎える｡
礼的な行事における家関係において,生活的連関
において意識されるところの同族的関係にすぎな
い｡12)っまり,田中本家と分家との家連合は,ち
はや直接的には重要な経済的な協同機能を果して
いなかったといえよう｡
次に,大正期に出てくる親族関係にある家々を
図4にみよう｡大正期の戸主たる九長次の妻ティ
は,北蒲原の千町歩地主自瀬家の分家の長女に当
る｡また,二代目九長次の孝平の妻サグは中浦村
の隣村五十公野村の2･3番の地主である熊倉家
の長女として明治26年に嫁いできている｡このい
ずれの場合にも,婚姻先の家の階層は,田中家と
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地主として同等かそれ以上の家格をもっていると
いえよう｡
では,田中家の娘たちの嫁ぎ先はどのような家々
であろうか.表の娘たち一人ひとりについてみる
と,長女シカは隣村嘉山の浄土宗照善時 (唐橋家)
に嫁いでいる｡同じくみていくと,次女 ミワは中
蒲原郡大形村の20-30町地主大橋家に,続いて明
治33年には三女ヨシが加治川村 (西浦)の地主奥
村家に,35年には四女シンが同加治川村 (吉田)
の地主森山家に嫁ぎ,39年には五女ナヲが佐々木
村 (西表ロ)の二宮 ･自瀬家の差配を司どってい
る佐藤家に嫁いでいる｡ここでも先と同様に田中
家と婚姻関係を結ぶ家々は,田中家と同じ階層,
すなわち地主の家々に限られるのである｡地主の
適婚圏は地域的には一般農民よりも広いのである
が,階層的な限定があるために,意外に狭い家々
の関係により婚姻は結ばれ,そのことにより結果
的には一定地域内において地主相互の密接な血縁
の網の目が張りめぐらされることになろう｡そし
て,この姻縁関係が地主経営の展開において一定
の機能を果すことになるのだが,これは後に考察
することにして,｢四女よ志引越日記｣によって,
より具体的に婚姻をめぐる地主相互の関係をうら
づけておこう｡
記
･九月十七日 西浦奥村氏未亡人及加治佐藤
氏同道中ノ目星ノ宮-参拝ノ帰途立寄ラレタリ折
柄不在昼飯ヲ上ゲ四万八万二話アリ三時過帰宅セ
ラレクリ当日土産物菓子袋入
･九月十八日 新保熊倉老人加治佐藤亭治氏
来訪セラレ四女よ志ヲ西浦奥村氏ノ婦二貰ヒウケ
度旨懇ノ談ヂアリ尚奥村老人-春釆病気二付キ誠
二性急ニナラレ一日モ早ク安堵致サセ度二付同日
参上致シ御返答承1)度宜シク御相談ヲ厩フ旨申置
カレテ帰ラル同日奥村ヨリ到来品ビール五本コー
ヒー入角砂糖二箱
･九月二十日 新保熊倉氏宅-参り西浦ノ模
様ヲ間キシニ至極宜シキ家ナリ只注意スベキ-山
下風堅気ノ方ナレ-衣装ノ費用ヲ用スルコト多シ
ト
･九月二十一日 佐藤氏来ラレ本日取決厩ヒ
度旨談ジアリ折柄不在老人ヨリ何レ小家-御承知
ノ通子供多ニシテ不行届キ倹約専ラナルカ右御承
知アレハ御話二応シ度キ心得ナレド蓮花寺隠居遷
化二付家内ノ相談未ダ出来ザル次第ナレハ四Ej間
猶予セラレ度旨返答セラレ佐藤氏喜ビ帰宅セラレ
タリ 佐藤氏ヨリ菓子-折ヲ恵マル
･九月二十二日 佐藤酒 (三升)肴 (アラ鯛
二枚)等ヲ持参セラレ昨日-有難西浦二於テ大安
堵ヲ致シ然ル上-思召二従ヒ四日ノ後上ルベキ処
何分老人ノ急ガル事故重ネテ参上致セシ次第ナリ
就テ-釆ル二十七日二結納ノ印致シタク差合-ナ
キヤ否承り度旨申出ラレタリ当方ヨリハ二十七日
ハ故障無之只願-ク-時節柄節倹致シ度申シクリ
このように,地主の家の婚姻において重要なの
は,結婚する本人たちの意向ではなくて,まず,
双方の家格の釣合が問題であり,家の生活･財産
の内容が大きな目安となった｡つまり,婚姻にお
ける ｢同格原理｣がはたらいているのである｡そ
のために田中家では熊倉家-行って奥村家の状況
を調べているが,この婚姻の場合には,田中家と
同等以上の財産･土地所有があったと思われる｡
また,そこから地主熊倉家と田中家,そして仲人
にたった佐藤家との家としての密接な関係が窺い
知れよう｡元々,熊倉家と田中家とは親族関係に
あったのだが,この関係は田中家の四女よ志と奥
村家との婚姻により田中家一熊倉 ･佐藤一奥村家
というように,広められ,さらに強められること
になる｡いうまでもなく親族関係は世代ごとに創
出され,やがては解消される運命にあるのだが,
婚姻の仲介や仲人を介して連鎖抑 こ,そして世代
を越えて結ばれていくのである｡
さて,残りについてみれば,次男仁八郎は,小
坂に分家後死亡し,このあと六女リ夕が養子長三
郎を明治44年に迎え家を継いでいる｡この長三郎
家は,他の分家との関係が生活的契機に限られる
のに対し,本家田中家の手作地経営･山林経営に
おいても重要な役割を果しているのを後にみるで
あろう｡
2 田中家の地主経営の構造
地主経営の全体的構造 田中家の地主経営を考
察するにあたって,まず,その全体的な烏観を得
ておくことが叙述の便としてよいであろう｡この
田中家の大正期における地主経営の全休的構造を
示したのが表17である｡これを分析する前に述べ
ておけば,中浦村の地主たちは,地主的土地所有
の極限までの進展,湿田地帯ということから,明
治末年から大正にかけて耕地整理による乾田化を
前提とする牛馬耕･多肥農法の指導 ･奨励を積極
的に展開した｡このことの生産力上昇･安定にとっ
てもつ意義は大きいが,それはとりもなおさず地
主の主眼が小作料の内包的拡大にあったことを示
している｡
田中家の場合も小作地経営,すなわち小作料収
取が経営の基幹であったことが一日で理解されよ
う｡この表からわかるように,大正12年に取立て
た小作米は,1,125俵余り,この価格が11,335.6
円となる｡
まず,小作地経営による収支をみよう｡経営に
付随する支出をみると,この中の最大のものは,
地租2,823.7円である｡続いて水利費82.2円,農
会費が75.9円で,合計が2,981.8円となり,さら
表17 大正期における田中家の地主経営の構造
(単位 :円)
収 入 支 出
入付米の版売代金 ll.335.63 租税公課.会費 6,649_09
公院.株式の配当 744.98 地 租 2,の _66
公 債 32.50 水利資 62.23
朝鮮事業賢国庫債券 24.98 段会焚 75.12
国辱債券 50.(カ 奨励金 1∈5.00
日本勤某銀行佑券 17_55 村 税 1.62.06
日本興業銀行足摺 券 87.75 県 税 1.5怨 7ー7
69銀行株券 lC6_95 所得税 .雑職 2珪).45
長岡鉦行抹券 425.25 借入金利子支払 192.25
役員報酬 373.(浴 第4銀行 (1(状)円) 24_70
村 長 3eD_81 長岡銀行(11似)円) 167ー55
区 長 12.25 家計貿 5.867.15
木材販売代金 507_50
貸付金利子 618.70
手作経営利益金 Z7.02
百三;｢田中家文吉｣より作式｡
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に,米穀検査の奨励金として195.0円が支出され
ている｡t3)しかし,これらに諸税を合わせて作徳
米の販売代金から差引いても,小作地の貸付けに
よって約4,686.5円という大きな収益をあげてい
る｡
次に,公債 ･株式投資による配当であるが,こ
れが年間約745.0円となる｡(41B]中家が公債 ･株
式投資をはじめるのは明治39年の公債買受けを滋
初としており一般よりも遅れるが,先にみたよう
に,この期に積極的に土地集積を進めながら,他
方で投資にも眼を向けるという一見相反する動き
を示すのである｡このほか大正期には,8年に朝
鮮事業費国庫債券,国庫債券,E1本勧業銀行債券,
日本興業銀行農工債券を額面3,300円で,さらに
取引銀行である六九銀行株券 (153株),長岡銀
行棟券 (400抹)を2,590円で取得している｡し
かし,他方,この債券を担保として同銀行からの
借入も 12,000円に達し,その利子支払いが年間
192円となっている｡
この借入金の一部は,前者の公債 ･株式投資に
当てられたが,中心は農民層に対する金の貸付資
金に充当されている｡この年の貸付額は累積で6
千円余に達し,これは明治末と同じ年一割の利率
で貸付けられているから,この結果,利子として
618.70円が得られている｡つまり次にみること
になるが,明治末年には熊倉家と親族関係を結び
ながら地主相互の融通貸付けによって土地購入資
金や貸付資金を調達していたのだが,大正期にな
ると額も大きくなるため金融機関との接触を深め
て銀行から低利の融資を受け,この資金をより高
利で農民層に貸付けてその差額を取得する構造が
形成されているのである｡こうした構造からも窺
えるように,田中家にあっては,公債 ･株式投資
それ自体に経営の重点を置いたわけでなく,所得
の比重からいっても依然小作料収取に経営の眼目
があったといってよいだろう｡なお,分家や小作
人の一部には,田中家に預金する例もみられ,金
融機関の発達がみられても,これら一般農民がい
まだ地主を媒介にして接触しなければならない段
階にあったことに留意しなければならない｡つま
り,田中家の先のような利子取得の構造は,こう
した段階を前提にして可能であったこと,また,
農民層分解は地主経営と小作農民とのかかわりを
みることによって明らかにしうることをこれは端
的に示しているのである｡
この他,この年には村長,区長としての役員報
酬が373.1円あり,また,大正期に重点を置いた
山林経営の収益507.5円,手作地の利益金が27.2
円,雑収入が154.4円となっている｡手作地経営
の内容については後に触れることとし,次に,田
中家の土地集積過程を考察しよう｡
土地集積過程 田中家は,村の東部にあって代々
村役を勧め,名主として竹ノ花,中ノ目,五十公
野などを経て,藩政期末に小坂に来住したのであ
るが,この頃既に地主的性格をそなえ,さらに,
村役に就くことにより入会林野や水利等を契機と
する村落結合の頂点を占めていることを資料的に
も窺うことができる｡明治期に入っても大区･小
区制の小坂組の用掛･戸長を歴任し,中浦村となっ
て以降も大正2-4年の九長次,大正12-13年の
孝平 (二代目九長次を襲名)と親子二代に渡って
村長に選任され,一貫して村政の指導的地位にあっ
た｡(51
まず,この田中家の土地所有の推移からみてい
こう｡田中家は,明治初年には既に20町余の土地
集積をおえ,地租改正を経て明治20年まで停滞か
らやや減少を示していた｡表18は明治20年以降の
地目別の土地所有の変化であるが,このように停
滞･減少をうけて30年以降から大正初期の約20年
間に田23町,山本栂5町余りを加えており,急速に
この間に集積を進めたことが窺える｡
残念ながら,この集積の契機や過程,逆にいえ
ば,農民層の土地喪失過程全体の姿を資料的に明
らかにすることはできない｡だが,先代孝平が二
表18 地目別土地有面積の推移
明治21 明治31 大正5 大正12 昭和22
田 町反 畝歩 町 反畝歩 町反畝歩 町反畝歩 町反畝歩18_6_5_(冶19_1_9_(冶43_1_4.2645_8_2_ll33_8.0.00
価 4_5.0_10 3.8.6.26 5_8.7_19 6_6_6ー21
宅地 4.9_23
山林 4.2_Z729.4.7.2235ー2_7.0136_2.1ー13
原野 2_6_〔石 7_3.14 1_3_4.14 1_2_3_03
計 24.3.4_1453.2.7.0875_6_4_0089_9ー3.1833.8.0_00
荏 :｢田中家文書｣より作成
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代目九長次を襲名し,財産相続を受ける際に作成
した大正4年の ｢田中孝平蓄積金調｣から若干の
時期の集積についてその概要を推察しうる｡これ
をみよう｡
この ｢調｣によれば,｢以前祖父三保平ヨリ与
エラレタル金一千五百円ヲ明治二九年一月以来同
郡五十公野村大字熊倉輿総太こ,明治二九年十一
月ヨリ小学校教員ノ職ヲ奉シ該俸給ノ内ヨリ毎年
六〇円ツツ蓄積シテ前記熊倉輿総太二托シテ利殖
シ｣,明治42年現在,土地集積資金として3,700
円を積立てている｡表19は,この蓄積金を資金と
する大正3年までの6年間の土地集積を示してい
るが,これにみるように蓄積金だけでなく,小作
料収入を中心とする所得の一部を充当し,さらに,
不足する分を熊倉家から44年に250円,45年には
3,600円を借入している｡これらを土地購入資金
として9町余をこの間に集積している｡
しかし,これらの資金が,直接土地購入に充当
されるのは,例えば,明治43年の細野家からの約
3町余の一括購入のような地主相互の売買に限ら
れ,通常はまず,農業資金や結婚などの臨時的な
生活資金として約利率一割で農民に貸付けられた｡
こうして貸付けられた金は,明治44年の ｢利子未
納調｣を集計すると,累積貸付2,876.6円にのぼっ
表19 田中家 (明42-大3年)の土地集積過程
て,この利子として224.6円が得られている｡無
請,これは未納分であり,実際にはこれよりもか
なり多額の貸付けがあったと考えてよいだろう｡
この借金の返済は,通常,年度末に米に換算され
て請求されるが,返済できない場合,抵当の土地
が流れて借金と相殺されるのである｡この金穀貸
付は,田中家の場合,自分の小作人に限られる傾
向がみられている｡先の表における旧小坂組を中
心とする農民層からの零細面積の集積が,こうし
た田中家の金穀貸付の展開を契機とするものに当っ
ている｡このように田中家の土地集積は,小作農
民層に対する積極的な金穀貸付業展開の帰結であ
る｡つまり,前期的な高利貸資本の機能をとうし
たものであた｡中浦村においても明治末年から小
作農民層の生産力担当層としての成長がみられて
いた｡この中で商品経済が浸透してくると,生活
資金にもまして肥料資金や農耕馬 ･年の購入など
農業生産にかかわる資金の借入要求の増大もみら
れるのである｡田中家の零細倍付けは,小作経営
の経営的安定をはかる側面を有していたことはい
うまでもないが,他方,その高利によって農民層
の分解を促進させるものであったといえよう｡
貸付地経営 大正期の地主経営において中核的
地位を占め,田中家自体の生活の再生産と農民支
年 月 氏 名 大 字 面 積 地 目 価 額 所得 購入金 借入金
明治 42.1 斎藤安造 ニ ッ堂 3.3.09 田 495 1,019 539
42.12 斎藤翌松 竹 ノ花 9.17 田 .畑 120
43.1小池菅松 小 坂 7.21 畑.宅地 83 976 3,658
43.5 細野弥歳 下中ノ目 3.0.1.02 田 .宅 3,658
44.1 大竹紹介 小 坂 1.2.14 田 170 1,234 2,659
44.12 青野武吉 荒 町 1.7.24 田 260 250借用
44.12 小池吉次郎 戸 板 沢 1.7.7.16 田 .大田 2,150
45.1小池市太郎 小 坂 8.18 田 130 1,603 3,497
45.3 佐藤荘三郎 佐々木村 2.1.8.00 田 †大田 3,680 3,000借用
大正 元.12 榎本彦太郎 荒 町 3.6.28 田 870
元.12 大竹乙栄門 小 坂 6.19 田 .山 83 2,177 818
元.12 折笠利三郎 荒 町 田 .大田 155
3.4 斎藤勇造 竹 ノ花 7.3.00 田 1,088
荏 ;｢田中家文書｣より作成｡
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表20 大正期における大字別所有地
大 正 5 年 大 正 12 年
大 字 田 価 山 林 汁 田 畑 山 林 計
小 坂 皮 皮 皮 反 皮 皮 反 皮157,5 24.4 _351.8 543.7 163.8 35.6 357.5 556.9
赤 橋 3,3 3.3 3.3 3.3
荒 町 74.4 12.8 0.2 87.4 74.6 12.6 0.3 87.5
戸 板 沢 16,3 1,2 17←5 17.8 lJ 3.6 22.5
太 斎 1.6 0.3 109 1.6 0.3 1.9
ニ ッ 望 39.1 39.1 40.3 40.3
竹 ノ 花 29.8 0.3 謀).1 29,8 0.3 30.1
切 梅 18.0 2.2 a)【2 22.3 4.9 27○2
大 伝 21.9 7.3 OA 29,6 21で9 7.3 Or4 29.6
藤 掛 ZT.2 27,2 2BA 2804
小 友 7.9 7{9 7.9 709
捕 15.1 0.9 16.0 15.1 0.9 16cO
浦 新 田 12.2 12.2 12.2 12C2
五 十 公 野 6.4 6.4 7○2 7○2
表 口 7C5 3.2 8.7
注I｢田中家文吉｣より作成っ
配の基盤ともなった貸付地経営の特色を次にみよ
う｡
まず,表20で大字ごとの所有地の分布をみると,
その集中性を特徴として指摘できよう｡明治以降
の集積では,こうした下級大地主にあっても,町
村はいうに及ばず,郡をも越えてその範囲が拡大
するのが通例といわれている｡しかし,大正末に
若干拡がるものの,田中家にあっては小坂部落を
中心に旧小坂組の諸部落に範囲が限られる傾向に
ある｡この点,藩政期におおよそ集積をおえた
100町地主細野家とおなじ特徴をもつが,その要
因は異なる｡これは田中家の場合には,既述のよ
うに,金穀貸付という前期的高利貸資本としての
機能に伴なう集積であり,しかも,貸付けを受け
る農家は,経営合理性にもとずいて選ばれるわけ
ではなく,藩政期からの入会林野や水利で密接な
関係にあった諸部落,人格的に繋りのある農家に
限られることに要因が求められよう｡それは旧来
の村落結合における田中家の重要な地位をよく窺
わせるし,また,それを依然念頭に入れた田中家
一九長次,孝平-の地主経営の方針と考えられよ
う｡
さらに,貸付地経営の特徴を,表21の大字別貸
付地の分布にみよう｡これは,先の属地主義に対
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して属人主義の集計であるから必ずしも一致しな
いが,これからわかるように,諸部落間の格差は
大きい｡小坂,戸板沢,動木橋,荒町などが全体
として大きいが,小作人一人当りでは居村の小坂
の18･6俵とともに竹ノ花,ニッ堂がそれぞれ20
俵を越えて比重が高い｡ このニッ堂には権次郎,
吉次郎,三太郎,九歳の4分家があり,竹ノ花に
次三郎家があって同族的関係を形成している｡つ
まり,貸付地も単に経営的安定のために上層小作
農に集中するというのではなく,地縁的･血縁的･
身分的要因が考慮されているということが特徴的
であり,これは番頭や差配人を摸さない田中家の
小作人支配からして当然の措置でもあった｡
この田中家の地主一小作関係を一層広めたもの
が山林所有である｡もともと真木山は近郷の農民
の入会林野として肥料･燃料源として利用され,
田中家は藩政期にはこの利用を契機とする村落結
合の頂点の一角を形成してきた｡しかし,地租改
正を経て一部田中家の所有に帰され,山林の利用
についても小作料を伴うこととなった｡大伝,乙
吹,下中ノ目部落の入付米は全てこうした山林利
用の入付米である｡みるように,これが契機となっ
て田中家の小作関係の範域は大きく拡がる｡
ここで,いかなる小作契約が結ばれたかを見て
表21 大正期における大字別作徳米
(単位 :俵 ･人)
大 字 大正2年 大正6年 大正10年大正14年小作人数
小 坂 447.38 419.15 431.17 481.06 21
赤 橋 27.18 25.23 25.18 27.24 9
小 友 18.ll 18.ll 18.ll 20.15 2
動木橋 1技).07 183.20 137.07 144.25 13
藤 掛 12.19 12.19 12.19 12.19 1
太 斎 23.28 ll.03 ll.03 25.ll 4
久 保 12.22 15.0 10.α) 9.30 1
荒 町 93.22 149.20 l44.(泊 147.19 27
竹 ノ花 84.謀) 84.20 61.13 73.04 6
ニ ッ堂 85.37 97.32 93.13 104.24 10
蛇 塚 .37 .37 .37 15_.28 2
上 端 .18 .18 .18 .18 1
大 伝 5.15 3.37 3.31 9.14 8
乙 次 4.34 4.30 4_31 4.10 12
下中ノ目 8.17 8.19 7.05 6.38 謀)
切 梅 62.18 51.23 71.04 8
戸坂沢 5.20 65.07 64.34 80.27 7
浦 村 5.203 5.203 5.203 2
松 原 .35 0
五十公野 ,30 1
東 町 19.04 25.25 25.25 10.34 3
五軒町 13.02 13.02 13.02 13.02 1
下飯坂 .10 .10232(刀 .1023 .1023 1
八 幡大貸地 1.α) 03
佐々木 29.10 29.10 2
横 堀 2 2(刀 2
岡.屋 敷 18.CO 1.α) 0
西 浦 14.CX) 0
注:｢田中家文書｣より作成｡
みよう｡以下は,田中家の小作契約証である｡
田方-季小作証
右者貴殿所有地明治四五年度-季限小作致度御
願中上候処御聞届相成コト難有奉存候依之左ノ条
項遵守可仕候
-.御人付米-善良ノ米質ヲ選ビ乾燥調整共精々
念入レ正規俵装通り四斗入弐重皮 トシ本年拾月拾
日ヨリ拾壱月三拾日迄ノ問
二.於テ御指導ノ日時貴殿ノ蔵所へ持運ビ皆済可
致候二田地境界-移動セザル様注意可致俣
三.耕転培養共念入可致-勿論害虫ノ予防馬区除等
怠リナク尽力可致候若拙者ノ不人指ヨリ作方出来
劣り候様ノ事有之候共引米等-決シテ殿上問敷候
四.其ノ他御指導の件-違背致間敷候右約束固ク
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相守り可申俣万一御入付米拾壱月参拾E]ニ至リテ
上納相滞り候-バ保証人連帯履行仕り貴殿- 力
御損苦相掛間数俣為後日保証人連署小作証書 トシ
テ如可
明治四五年五月二八日 (以下略)
これと同様の条文が既に明治30年にみられ,し
かもそこでは ｢右之通り約定シ小作仕りタル上-
旧慣二拘泥不致都テ貴殿御処分通違背致ス間数｣
という規定がみられること,また,とくに笥一項
にあるような小作米の改良をめざすその内容から
考えても,おおよそこの頃に小作証の規定が整備
されるとともに,地主による小作人の統制が強まっ
ていったと考えられる｡例えば,土地集積の進展
に伴ない田中家の地主経営に付随する帳簿類が整
備されるのも,やはりちょうどこの頃である｡
田中家の小作証書をみると,全てがこのような
｢一挙｣小作なのであるが,だからといって田中
家が小作人を自己の経営の論理だけで替えられる
わけではなかった｡つまり,小作人も比較的強い
小作権をもっていたのである｡それを次の証書に
窺うことができよう｡
小作田地手放証書
- (略)-右ノ田地拙者小作罷在り俣処本年参
月弐拾七日貴殿方ニテ御買受ケニ付今般小作手放
方御申渡シニ相成り承諾仕り候処相違無之候且ツ
元ノ土地ニアル物件 皆在リノ億貴殿-売り渡シ
侯二付右代金並二小作地手放シ御手当金トシテ只
今御渡シナルコト難有受取申俣係ル上ハ右御所有
地並二地上物件共残ラズ孟殿方ニテ御勝手御進退
可致成候為後日小作手放地上物件代金受取証トシ
テ如何
明治四五年五月二五日
田 中 孝 平 殿
次に,田中家の居村である小坂を事例として,一
具体的に地主一小作関係がどのように展開してい
るのかを詳しく考察しよう｡
この部落は,平均入付米が18.6俵と,比較的大
きな面積を各家が小作していた｡この各家E:との
契約小作料の推移をみたのが表22である｡無論,
ひとりの小作人が田中家から全ての小作地を借り
るわけではなく,4- 5人の地主と契約を結ぶの
だが,ここでは田中家を中心とする分析に限定せ
ざるを得ない｡
この表から,その小作面積に大きな相違がある
ことがわかろう｡契約小作料30俵以上の11戸,そ
れ以下の10戸である｡これが実際の階層構成を示
しているわけではないが,中浦村のように圧倒的
に無所有･零細農家が多い中では,大よその傾向
を示していると考えてよいだろう｡ここで貝体的
な地主一小作関係をみる上で重要なことは,全て
の関係が直接に田中家と結ばれているわけではな
く,より複雑な形態をとっているということ,す
なわも,又小作関係の存在である｡大正10年の時
点でみると①の又小作人には,㊨,㊨,㊨,⑲,
㊥,⑩,⑭,⑱の8戸がなっている｡田中家では,
このグループを座,(むのような又小作の某見方を座
頭または大小作人と呼んでいる｡①の松次郎座は,
135俵余の作徳米のうち118位がこの又小作人に
より納入されている｡比較的多いのは,(彰の座で
㊨,⑲,⑳の又小作人,㊥の座の又小作人等であ
る｡第二層の小作人ではこうした又小作人の分を
加えると30俵を越える者もいるが,また,相互に
表22 大正期における大字制作徳米
又小作関係を結ぶなどかなり複椎な様相を示して
いる｡
これらの又小作関係における座頭と又小作人と
の関係は,そこに明瞭な系譜関係をみいだせない
し,固定的ではなくて流動的である｡しかし,こ
うした関係によって第-に,同じ階級としての小
作人が座頭と又小作人の関係に入ることにより,
地主一小作間の契約的･階級的薗係が田中家と直
接に結ばれるよりも隠蔽され,家と家との身分的
関係に擬制されることになろう｡第二に,地主一
座頑一又小作人という支配 ･管理の系列を通して
小作料の納入が確実化 ･安定化されることにもな
ろう｡すなわち,これら座頭層も土地所有の面で
は他の小作人と大差ないが,恩恵的に座頭の地位
を許されることにより村落生活において一定の高
い社会的･経済的地位を占めることができたので
ある｡また,それを背景に,座頭層が小作人支配
を実質的に担い,この機構の中で′｣､作料の安定的
徴収を実現していったのである｡
金貸付業の展開 先にみたように,田中家の地
(単fa::俵)
汰 :｢田中家文吉 J および r聴き取り｣により作収｡ -8-
主経営の再生産の基礎は,主に,土地所有に基づ
く小作料の収取にあったが,この土地集積過程は
農民に対する金敷貸付をテコとして進められた｡
それは,明治期にあっては,孝平の給与や′ト作料
による所得,さらに,田中家と親族関係にあった
熊倉家からの融資により,積極的に進めろれたの
である｡
この金穀貸付は,_明治44年において総額2,876･
6円にのぼり,利率 1乱 これによって224･6円
がえられていた｡これと対比しながら,大正期の
特徴を明らかにしよう｡
このために田中家の ｢大賛意｣を整理したのが
表23 大正期における金貨件数 ･貸付額
衰23である｡まず,そこから500円以上の大口貸
付とそれ以下の零細貸付にわけることができよう｡
それぞれの借受人の属性については次に詳しくみ
るが,後者の零細貸付については,そのほとんど
が旧小坂組を中心とした田中家の小作人である,
ということがいえる｡この金の使途についても個々
にみることにするが,この数値から全体的特徴を
述べておけば 第｢に,とりわけ零細貸付の分は,
生活資金 ･経営資金にあてられた,と思われる｡
例えば同じ中浦村の竹俣万代における農家負債の
借入先 ･使途の調査によると,表24-25のように,
1370円の借入のうち生活費に550札 農業経営費
(単位 :件･円)
貸 付 け 件 数 貸 付 け 額
～ 20 50 100 200 500 1000 計 ～ 20 50 100 200 500 1000 計～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
29 49 99 199 499 999 29 49 99 199 499 999
_1月 1 7 ll 5 7 1032 15 185 620 558 1920 500 0 3788
.2月 0 1 1 0 2 0 1 5 030 80 0 400 0 1500 2010
_3 月 1 17 6 5 2 0031 10 490 375 860 1000 0 0 2735
_4 月 4 16 8 7 3 1 039 67 510 535 830 1050 500 0 3492
5月. 4 6 7 4 2 0 1 24 40 360 240 460 550 0 1000 2650
.6月 3 3 1 2 1 0010 35 85 121 200 250 0 0 691
7 月 3 6 0 3 3 0015 27 175 0350 900 0 0 1452
8 月 8 9 2 4 00023 83 226 120 690 0 0 01119
.9月 2 1 0 2 1 00 6 30 30 0 230 300 0 0 590
Io月 0 00000 1 1 00000 0 2000 2000
11月 0 2 0 1 2 00 5 081 0160 500 0 0 741
注 ;｢田中家文書｣より作成｡
表24 農家負債使途別金額 (竹俣万代)
注 ;｢竹供万代区有文書｣より作成｡
表25 農家負債借入先 (竹俣万代)
産業組合 蘇 尽 講 貸付業者 地 主 相互貸借 月巴料商人 計
注 ;｢竹俣万代区有文書｣より作成｡
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に520円が使われている｡また,その借入先とし
ての地主の役割の大きさもそこから窺い知ること
ができよう｡この調査では,地主の貸付方法とし
て,返済は1-5年の期限,利子は無利子または
5歩利として田中家よりも大分低利のようである
が,田中家がことさら高い利子を取っていたわけ
ではない｡第二に,生活資金 ･経営資金の借入れ
にも時期的な相違があって,表にみるように,零
細貸付の1つのピークである3-5月は肥料購入
資金 ･農耕馬の購入資金など農家の経営資金にあ
てられたものであろう｡これに対して7-9月,
12-1月の零細貸付は,7-9月が秋の収穫まで
の窮迫的な借受け,12-1月は越年用の生活資金
と考えてよいだろう｡つまり,農民層の窮乏化に
基づく貸付けとともに,この零細金穀貸付は農民
的経営育成機能を持っていた,といえよう｡それ
は言うまでもなく,結果的には,農民的経営の発
展によって田中家の小作料の安定を実現すること
になる｡従って,田中家からのこのような零細金
穀貸付が,抱持小作人に限られる傾向がみられる
のも当然のことなのである｡
次に,この貸付業の展開をより詳しくみていく
ことにしよう｡表26は先の ｢大智意｣を借受人ご
とに集計したものである｡そこから田中家との家
関係による相違をみようというのである｡
まず,分家についてみよう｡表に出てくるうち
小坂に新しく分家した良三郎家に対しては,みる
ように無利子で貸付けられている｡その使途も葬
儀費,県税費,湯治費と,主に,生活費にあてら
れている｡しかし,経営費について本家からの援
助を仰がなかったわけではなく,それらについて
は貸付けではなくて,貸与または本家がかりで全
て取り仕きられたのである｡長三郎以外ではニッ
堂の三太郎,池ノ端の三蔵家があるが,利率をみ
ると月9垣,年1割で他の農民とかわりはない｡
分派の時代的な相違にもよるが,むしろ日常的な
生活交渉,手作地経営･山林経営などの生産にお
ける関係の度合により条件に違いがみられること
になるのではなかろうか｡
ところで,そうだとすれば田中家の居村である
小坂と他の部落に,また,小坂部落内においても
やはり相違がみられるはずである｡これについて,
まず小坂と他の部落の相違についていえば,利率
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や金額については余り違いはみられない｡ただ,
田中家の地主経営の方針として明確なものではな
いが,そこから小坂以外の貸付けでは保証人や担
保の取られることの多いことが指摘できよう｡こ
の保証人には通常は本家 (本家が借りる場合には
逆に分家)がなることが多い｡つまり,返済の確
実化がこの家関係によって計られるのである｡だ
から借金の額が重なると,保証人は,さらに,2
人,3人と取られる例がみられる｡
さて,次に小坂部落内についてみておこう｡分
家長三郎家についてはみたとおりであるが,この
場合,とくに先にみた小作農民間の階層の相違,
座頭層と他の小作人との違いが問題となる｡そこ
からいえることは,金を借りにくる家々のうち長
三郎家を除く12の家のうち①,(令,㊨,㊨,㊨,
⑲,⑭の7家が又小作人を擁する座頭である｡つ
まり,傾向的に言えば,田中家の小作地経営の中
で′ト作人支配の中核的位置を占めていた座頭層の
方が他の又小作人よりもこの金穀貸付けについて
紘,より優遇を受けていたといえよう｡そして,
この使途についてみるように春先の貸付けのほと
んどが肥料購入資金 ･農耕馬購入資金にあてられ
ていたと思われ,それによってこれらの家々の経
営はより安定を保つことができたのではなかろう
か｡先の竹俣万代の例でも小作層よりも自小作層
が-戸当りの負債零員は大きい｡(6)っまり,上層農
家の方が農業経営により多くの資金を必要として
いたということであるし,また,その借入につい
ても地主の恩意をより受けやすい立場にあった,
といえよう｡田中家の小作地経営はその小作人支
配という点では座頭層を小作料収取の担い手とし
ていたが,この金穀貸付によって,一方では利子
を取得すると同時に,他方,座頭層の経営の保護･
育成を計ることになったといえよう｡これは田中
家の居村小坂に限られる事ではなくて他の諸部落
についても同じことがいえる｡
小作米の販売 既に述べたように,田中家の地
主経営の中核は,小作料の収取にあった｡そこで
この小作料収入のいわば価値実現過程である小作
米の販売をやや詳しくみておこう｡小作米の販売
自体は地主の意志決定によっておこなわれるので
あるが,しかし,これも明治30年代を画期とする
資本主義の確立と米穀市場の整備によって米価の
表26 日中家の金貸付業
氏 名 年月日 金額(円) 利 率 備 考
山形松次郎 大 4.12.27 20.00 1割/午 保証人 小池文吉賃金より差引
(小 坂 ) 3_04,034.12.275 119 910 1_ll 02 33265ー7 8ー 10_005.239451043 8厘/月1割 午9 〟9厘/5 .
高山文太郎 7.12_29204.12 80.005 1割/午9分 抵当木造平家一棟
9.01.19 50.00 9厘/月 畏馬購入
9.04.22101210 25.00米 5俵 9厘/月2升 俵 肥料購入金
小池 文吉 7.05.049 1106ll10_12 53 2 25.00250104 8厘/月1割 午〟 保証人 山形松次郎
山形直次郎 6.12.03 20ー00 9厘/月
山形 佐市 10.04.23,818ll 1 62 5ll4 055 4 50.001_546 〟9厘/月
桜井活太郎 9.01.29-ll 3 312 0 300.0013 1割/午〟
金田 友平 8.03.249 _3010 4 7ll2_ 834 30.00.258_ 8厘/月9 〟′′ 朝鮮牛購入金
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氏 名 年月日 金署員(円) 利 率 備 考
小池 管栓(小 坂) 大 11.04.13ll 8282 453 3 1 30.0033554 9厘/月〟 税金用の由肥料代金
13.05.164_409 35.006 肥料資金
4 7 55 ll 9 資
清治 新吉 2.12.1740101ll _20 100.0062 9分/午〟
小池 吾平 3.12,10903.5ll 52412 4 7 130.004 9厘/午〟 保証人⑤ ㊧肥料購入代金
,13.04.21 30.00 肥料購入代金
4 5
田中長三郎 9.04.17 100.00 〟 葬儀費
10.08.27 26.00 県税費
10 9011029ll 22 58 6 15,2052 湯治
清治 弥蔵 ll.05_04 150.00 9厘/月 碍治新書農馬購入ノ趣
桜井清太郎 10.08.80 30.00 8厘/月
鈴木 三蔵 3.12.22 100.00 9.5分/午 保証人 鈴木徳蔵 (本家)
(動木橋) 7.07.20.12 115908ll3 3 24 365 20.00715_31 9厘/月〟
小池市太郎 7.06.197208_ ll9 1 8 10.0025 9厘/月〟1分 医師薬礼ノ趣_3 保証人 折笠勘次郎
大竹 留作 9.01.15 50.00 9朱/月〟厘 親族 相馬由之助入用金
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氏 名 年月日 金額(円) 利 率 備 考
大竹 留作(動木橋) 大 10.04.27_5136 18ll,12 9ll 1 83 20_2 30,6 35.0001_27,451 9厘/月〟〟 相馬由之助 .大竹留作肥料購入
12.08.1023 503718 428_ 94 1, 4 20.0078ー_254 俵17138 分家 留次ノ分E巴料購入金小池春造未納米魚用牛買入金肥 資金 保証人大竹定四郎
5 6 肥料購入資金
吉田 橘作 ll.05.1012 4 23_12 30.0025 9厘/月〟 肥料購入資金
大竹定四郎 13.06_15 100.00 9厘/月 肥料購入代金
小池 定次 -9.0504 60.00 9.5厘/月 肥料購入金/顔
鈴木 徳舌 9.05_1410_1.0ll12292 4,028 200.0051315 9.5厘/月9分 午∫〟 保証人 大竹留作富樫弘一
小池 栄作 9.05.2210 116ll 3 32 6 8 15.00203 9厘/月〟 肥料購入資金ノ趣
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氏 名 年月日 金額(円) 利 率 備 考
清治 又作(動木橋) 大 12.05.293 4014ll 23 0 20.003516_4 9厘/月〟7 盈用牛買入資金
阿部助四郎 9.ll.19100620l 2 2 3 300.0014 9厘/月1割 午〟
玉浦 市内 14.01.28330 40.005_ 9厘/月〟 肥料購入金
加藤 敬次(ニッ堂) 5.04.05197122210 3 8ll 7ー 7_9 4 150.00388 1割/午〟9厘 月 保証人 吉田竜次郎抵当田2反2畝 1歩
斉藤要三郎 8.01.031810 5 9 200.00451 1割/午〟9厘/5月 保証人 斉藤六太郎 (本家)
加藤陸三郎 7,01.23 100.00 1割/午〟 保証人 加藤敬次 (本家)2.03.13 80.00 抵当木造平家一棟 宅地270坪
田中三太郎斉藤 安平 9.03.19 350.00 2.5銭/日 肥料購入貸付資金
田中三太郎 9_04.3012.1094ll15 130_008.20 1分/月割 午9厘 宅地買取資金ノ趣
小池幸七郎 ll.01_22 200.00 1割/午〟 保証人 富樫弘一
(戸坂沢) -ll.02.15 350.00 小池寅吉
ll.07.12 250.00 小池俊治
富樫 弘一 ll.04.211312_35 1,1509 100.003 9厘/月〟 畏耕馬購入ノ趣
小池 俊治 13.08.02 150.00 9厘/月 保証人 小池儀一 (分家)
小池 儀一 9.04.30 400.00 9厘/月 保証人 小池俊治 (本家)
鈴木甚三郎(赤 橋) ll.07.28 300ー00 1割/午 保証人 岩歳 (分家)
鈴木 作次 10.09.14ll 3ll 100.005 1割/午
今井福次郎(荒 町) 14.03.06 190.00 9厘/月 朝鮮年貢入金
渡辺 竜書 7.01.22 1 俵 〟
尾田辰四郎 7.12.318ll,23 50.003_ 1割/午〟 保証人 尾田辰三郎 (本家)
下村 広告 8.08.23 150.00 9厘/月 保証人 田中 .下村 .森田
遠藤裕三郎 6.12.10 8.00 1割/年
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氏 名 年月日 金額(円) 利 率 備 考
尾田辰之助 大 9.04.02 100.00 9厘/月 .保証人 尾田辰三郎
田中 三歳 8.07.01 100.00 9分/午 松木代20本
(池ノ端) 8_12.18-9.080310 6_0ll 2633,7 4 50,0014.ー13 1割/午3銭 日9厘 月〟
斉藤六太郎(竹ノ花) 13.06.09 71.52 〟 肥料購入代金
上杉 栄吉 8_03.13 10,00 〟3銭/日8厘 月9
(藤 掛) 9.07.2410 912_4015 8 100.00315
波田野伊校長松 ll.ll.17 1000.00 9厘/月
上杉 包蔵 7.01.9 32110 4 4_7,03,8-3ll 802ー 153 2245 6 4.501000-31573 ,482 6分/午8厘 月9∫∫8.5 〟 屋敷地田地-土人資金肥料購入資金資金ノ趣
斉藤 重蔵(大 伝) 3_12_28 60.00 1割/午
木滑久次郎 9.04.30 500ー00 3銭/日〟
変動や景気の循環により大きな規定をうけること
になる.従って,大正期になると,第-に,米価
の変動や,第二に,田中家の経営上の都合を考慮
しながら小作米の販売がなされることになる｡米
価の変動についていえば,大正初期に停緒をみせ
ていた価格は大正6年の中頃から米騒動を契機に
急騰しはじめ,やがて第一次大戦後の不況期に停
滞をみせることになる｡こうした展望をあらかじ
め念豆副こ入れておこう｡
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さて,表27によってこの大正期の小作米の販売
をみよう｡まず,月ごとの推移の全体的は特徴に
っいていえば,年によって偏値が出ているが,小
作料の入ってくる10月から11月にかけてが販売の
ピークとなっている｡この後,また2月,3月
4月が一つの山をなし,大正4,6年では6,7
月の販売も多くなっている｡全体としてみれば,
大正の後期になるにしたがって販売の早期化がみ
られるのではなかろうか｡
表27 大正期における小作米の販売
(単位 :俵) (単位 :円)
月 大 4 大 6 大 10 大 14 計 大 4 大 6 大 10 大 14 計
10 月 100 0 400 200 700 400.00 0 5450.00 2759.00 8609.00
11 月 300 250 100 100 750 1395.00 2090.00 2300_00 1310,00 7095.00
12 月 50 16 100 0 166 250.00 1390.00 1495.00 0 3135_00
1 月 0 172 0 0 172 01545.00 0 0 1545_00
2 月 0 100 300 140 540 0 920.00 3965.00 1739.00 6624.00
3 月 0 250 363 60 673 02471.07 4538.20 799.00 7808.20
4 月 150 150 0 50 350 675.00 1555.00 0 675.00 2905,00
5 月 50 40 0 0 90 230.00 408.00 0 0 638.00
6 月 100 80 0 0 180 422.00 851ー00 0 0 1273.00
7 月 206 30 0 0 236 946.70 260.00 0 0 1206.70
8 月 0 0 0 258 258 0 0 03297.00 3297.00
注 ;｢田中家文書｣より作成｡
表28 田中家の小作米の販売先
(単位二位 ･円)
売 渡 し 米 の 俵 数 売 渡 し 米 の 販 売 額
氏 名 住所 香寒杏歪吾輩あ輩包蚤 大正2年 大 正 4年 大正6年 大正 10年 大正 14年
小林豊歳 荒 町 766 150 155 100 85 4,694.15 2,780.0 1,380.50 1,360.0 1,130.00早見乙五郎 新発田 80 236 2 16 460_0 1(姫7_80 5a)0 2 5
佐藤栄之丈荒川三作土田商店近磯細野治平高橋 郎木滑 ヒサ下村広吉柿崎ヤス 荒 町新発田大 伝 5064 400511 25050123 3002256 228506 2SO.00348524〔氾 1,807.50220α)4755223 2,179_CO4953.05(刀40 3.954.00,048485α)1636_2 2,871.70700(刀3443015 .8
注;1)｢田中家文書｣より作成｡
2)9]俵以上の販売のあったものをあげている｡
それではこれらの米をいかなる家々をとおして
販売しているであろうか｡これをみたのが表28で
ある｡田中家の居村である小坂の農民も明治初期
に米の販売にたずさわっていることはみたが,大
正期の ｢米売極証｣にはこれらの家々は出てこな
い｡つまり,米販売業をやめたか,それとも小屋
であるため田中家からの買受けを必要としていな
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いからであろう｡小林豊蔵,佐藤栄之丈,高橋三
郎,柿崎ヤスは荒町の米売買業者であり,小林豊
蔵,佐藤栄之丈はとくに中心的な買手となってい
る｡早見乙五郎,荒川三作,土田兵作,近磯商店
は新発田の業者である｡これらの米は新発田の駅
まで運ばれ引渡される場合と,居蔵渡しといって
田中家の蔵から直接引渡される場合とがあったの
だが,大正2年,4年に比べて大伝の細野治平な
どを加えてしだいに取引業者が多くなっているの
がわかると思うCつまり,米価を可能な限り高く
売却しようとする田中家の地主としての意図をよ
みとることができる｡
手作地 ･山林珪営 さて,次に,大正期におけ
る田中家の手作地経営･山林経営を考察しておこ
う｡これらの経営をめぐる労働組織については後
にみることになるが,まず,手作地経営の方から
検討することにしよう｡
表29は,大正期における田中家の手作地経営の
変遷を数値で示している｡これ以前,つまり明治
期については知りえないが,明治31年の ｢稲刈記｣
によれば,山崎,信州早稲,毛白石等の品種の合
計収穫が15石4斗4升1合となっている｡当時の
中浦村における反収が1･4石であるから,1町
余の手作地であると考えてさしつかえなかろう｡
その後,正確な面積の判明する大正5年が9反6
畝であるから,この間,大きな変動はなかったも
のと思われる｡みるように,しかし,大正6年に
7反2畝,9年にも4反へと次々に経営の縮小が
みられる｡これは-代目九長次が亡くなったこと
と,労賃の高騰を直接の要田としたようである｡
これから,手作地経営はもはや田中家の地主経営
において経済的には大きな意味をもちえていなかっ
たといえよう｡
この手作地において作られていた稲の品種をみ
ると,大正2年には新庄内,野沢,白柳,京錦,
表29 大正期における手作経営の内容
愛国が各々1反ずつ作付けられていたが,しだい
に淘汰されて愛国系統の多肥多投品種の比率が増
大している｡それによって反収も大正5年の1･
5石から12年には1･9石へしだいに増大してい
るが,村の平均にも達せず,地主が既に生産力主
導層たりえていないことを端的に示 しているので
ある｡
では次に,山林経営についても簡単に触れてお
こう｡田中家は,明治期における土地集積の過程
で,同時に,村の南西に位置する真木山の一部を
自己の所有に帰しているのを先にみた｡元々,こ
の真木山は,近郷農民の入会林野として利用され
ていたのだが,田中家の所有に帰した後,もっぱ
ら田中家がこの経営に当っている｡その内容を簡
単に述べておけば,この山林経営では,松木の伐
採および販売,松茸の管理と販売を主な事業にし
てきた｡ この内容のより詳しい分析については,
労働組織の分析とともにみることにしよう｡
家計構造 田中家の家計の構造をみるに当って,
まず,その金銭の支出の特徴を月別の推移のなか
に探ろう｡表30は,各月ごとの金銭の支出を集計
したものである｡この全休的な特徴をみると,辛
均して支出の多い月は,1,4,8,ll,12月と
なる｡この要因は必ずしも一定しているわけでは
ないのだが,傾向的にいえば,例えば,4月は食
料品 (水産物),8,12月は衣料品の購入がその
支出を大きくしている｡しかし,どちらかといえ
ば年ごとの変動は大きいといえよう｡それは,と
反 別 収 米 代 金 其ノ他収入 公 課 雇人給料 肥料農具代 所 得
大正5年 反 畝 歩 石 円 円 円 円 円 円9.7ー08 14.59 175.00 10.00 17.90 127.00 21.00 し19.28
大正6年 7.2.04 12.59 159.89 10.00 18_51 135.68 21.00 21.55
大正7年 7.2,04 12.98 185.61 10.00 18.51 183.00 21_00 18.39
大正8年 7.2.04 12_98 259_60 10.00 18.51 212.00 24.00 33_60
大正9年 4.0_14 7.28 212.40 lO_00 9ー17 222.00 24.00 17.27
大正10年 4.0.14 7.28 179.50 10.00 24_16 185.00 24.00 43.66
大正11年 4.0.14 7.28 218.40 10.00 24_16 234.00 24.00 53.76
大正12年 5.8.05 ll._28 282.07 10.00 36.05 195.00 24ー00 27.02
症 ;｢田中家文雪｣より作成｡
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表30 月別家計費構成 (単位 :珍)
大正2年 大正6年 大正10年 大正14年
1月 8.3 7.4 9.3 15.2
2月 5.8 4.0 4.5 4,7
3 月 4.8 3.6 4.6 7.7
4 月 10.1 0ー.3 5.3 8.9
5月 8.3 7.2 9.8 5_5
6月 6.4 lO_7 7_7 7.4
7月 4.4 4,7 8.3 7,1
8 月 9.9 16.1 16.0 12.5
9 月 4.0 4.2 5.1 3.3
10月 7.5 7_6 12.9 5.9
11月 18.8 4.9 8.7 12.3
12月 ll.7 19.3 7ー8 9.5
注:｢田中家文書｣より作成｡
くに衣料費,教育･娯楽費の急激な支出増加を要
因とするものである (大正2年の11月,大正10年
の10月,大正14年の1月など)0
さて,表31は,一年間の家計費を主な費目ごと
に集計し,その推移をみたものである｡一年間の
うちでも月により大きな変動があるのをみたが,
ここでは年度ごとの推移に問題を絞り,さらに詳
細な考察を加えよう｡
この期,各年度に渡って大きな支出となってい
るのが衣料費であった｡家計費全体のほほ10%前
後の比重を占めている｡これは九長次,孝平を中
心とするネUl艮･式服の仕立科が毎年大きな額となっ
ている｡こうした貴著品に対する大きな支出が特
徴である｡当時村長に就任していただけでなく,
その交際範囲も旧藩主溝口氏との年賀 ･歳暮や手
紙のやり取りもあり,これは社会的地位の高さを
端的に示している｡この費目の中には年雇に対す
る衣服の支給が含まれているが,他の一般衣料費
自体は極めて小額となっている｡
この中でとくに特徴的な動きを示すのが教育費
である｡大正2年の9.0%,大正6年の14.8%そ
して10年には33.8%に達した後,14年には5.9%
に激減しているQこれは,この間に孝平の息子で
ある孝正,孝直があいついで中学 ･農林学校に進
学,県内であるが他村に下宿住いをはじめたこと
による｡これ-の送金や月謝が一人当り月々約80
円にのぼっている｡この妹たちミツ子,トキ子ら
-18-
の学費0.5円があるが,注目すべきことは,部落
内の山形松次郎の子弟六左工門の農学校の月謝を
田中家が支払っていることである.額的には小さ
いが,いわば奨学金という恩恵的施策となってい
る｡後の労働組織でみるように,この六左二門は
学校卒業後ただちに田中家の年季奉公に出ている｡
次に食料品についてみていこう｡これには住込
みの年雇や日雇･手伝の農民に食事を出す場合の
費用も含まれている.また,家にとって重要な行
事には,例えば,結婚式等には特別の献立表がつ
くられ,これに沿って材料が購入される｡野菜 ･
果樹ま,自家用畑で小量ずつ自給用に栽培されて
いる｡日用食品は比較的質素であるが,水産物の
比重が高いのも特徴的であり,これが毎年5%前
後となっている｡これらの品目は具体的には次の
ようである｡
･ 野菜 ･果樹 梨,蜜柑,バナナ,蓮根,人
参,大根,夏蜜柑,胡瓜,パイナップル,玉
葱,西瓜,茸,林檎,桃,白瓜,甘藷｡
･ 日常食品 豚肉,牛肉,豆腐,コンニャ
ク,油揚,卵,納豆｡
･ 水産物 平目,小鯛,質,数の子,鰭
子,蛙,鮒,味塩引,イカ,筋子,蒲鉾,糸
魚,鯖,鰭,鰯,カレイ,ニシン,鰭,蟹,
キス,干鰯,昆布｡
これらを見ただけでも農民層とは隔絶した60町地
主の生活様式の一端が窺い知れようO
さて,新聞,雑誌,書籍などの教養費はどうで
あろうか｡みるように,これは大正10年までは年々
1.5%前後だったが,14年には5･4%に急増を
示している｡実際,購入する本の数が著しく増え
ている｡当時の地主の視野構造を窺う意味でこれ
も具体的な内容をみると,新聞では新潟新聞,下
越新聞,新発田新聞,朝日新聞などがみられる｡
雑誌は ｢世界婦人｣などを定期購読しており,大
正末にはこれに雑誌 ｢改造｣はじめ ｢主婦之友｣
｢明星｣｢郷土｣｢新越後雑誌｣｢国際写真情報｣
｢愛と力｣などを加えている｡この他,子ども用
として ｢少年クラブ｣｢少女の友｣｢少女倶楽部｣
｢日本少年｣を購読している｡
書籍-の支出も多いが,宗教書や文学書がその
中心を占めている｡このうち特に文学書 ･専門書
を具体的にあげておこう｡
表31 大正期における家計構造
実 数 (円) 指 数 (770)
費 目 大正2年 大正6年 大正10年 大正14年 大正2年 大正6年 大正10年 大正14年
野菜 .果樹 24.31 59.44 49_43 175.72 2.4 2_7 0.9 2.8
日用 食 品 6.31 18.21 37.49 30.04 0_6 0.8 0.7 0_5
水 産 物 79.70 136.65 249.34 266_55 7.9 6.3 4.7 4.2
肉 4.90 5_21 4.15 30.60 0.5 ~0.2 0.1 0_5
牛 乳 8ー94 17.79 2.28 0.9 0.8
菓 子 16.72 24.70 53ー72 160.04 1.6 1.1 1.0 2.5
宿 34.09 35.36 83.29 21,14 3.4 1.6 1.6 0.3
莱 7.73 4.18 6.05 10.62 0.8 0.2 0.1 0.2
調 味 料 33.05 45_21 98.74 36.02 3.3 2.1 1.9 0_6
痩 . 草 2.81 7.39 8.22 3.15 0_3 0ー3 0ー2 0ー1
衣 料 213.60 621.02 793.48 1188.63 21.1 28.5 14.9 18.9
綿 糸 7.05 9.52 17.73 62.36 0.7 0.4 0.3 1.0
什 器 66.10 86.19 605.82 299.90 6,5 4.0 ll.4 4_8
雑 貨 86.43 173.10 170.01 247.50 8.5 7.9 3.2 3.9
光 熱 費 ll.44 64.66 98.42 100.65 1.1 3.0 1.8 1.6
新開 .雑誌 ll.77 40.17 79.09 341.50 1,2 1.8 1.5 5.4
保陸.衛生 43.36 78.62 194.96 140.78 `4.3 3.6 3.6 2.2
教 育 費 91.09 321.90 1802.30 371.55 9.0 14.8 33.8 5_9
交通.通信 18.95 25.08 110_80 89.20 1,9 1.1 2.I 1.4
交 際 費 64.76 47.90 225.97 179.85 6.4 2.2 4.2 2.9
労 賃 1.45 99.66 97.25 1130.46 0.1 4.6 1.8 18.0
農業経営費 44.81 34.67 51.52 243.63 4.4 1.6 1.0 3.9
そ の 他 134.51 225.15 487.07 1156_57 13.9 10.3 9.1 18.4
計 969.07 2181,78 5324.87 6288.79 100.8 99.9 99_9 100.0
注 ;｢田中家文書｣より作成｡
F樋口一葉全集jF森鴎外全集EIf'正岡子規
全集jF近松門左衛門全集』F太閤記』F夏
目瀬石全集』F勝海舟全集』F同文館経済学
全集｣F明治文化全集』F美術全集』などの
全集物,F大菩薩峠』F万要集新考』F辞林』
F六法全集』F教育学綱要』F所得税本Eg
F農民経済史』F果樹栽培講義』
などがみられる｡
だが,14年になると岩波や改造社の社会科学文
鮭や F資本論』なども購入しているのが注目され
る｡こうした思想的動揺がいかなる方向-進んだ
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かは知りえないが,小作争議や社会運動の激化が
一石を投じていることは想像に発くないと思われ
る｡
その他の費目で重要なのは交際費である｡これ
は冠婚葬祭の祝儀等である｡これらをめぐる生活
組織の具体的姿の一端は後にみるが,この額が家
々との交際の内容により,さらに,年始や歳暮の
品も家々の序列が明確に決められていた,という
ことだけを前もって述べておこう｡この交際費の
中には,青年会 ･婦人会への寄付,寺社-の寄進
も毎年一定額含まれている｡
捕論 農民層の農家経済の内容 (7)
この補論では,明治末年における中浦村の自作
農家と小作農家の農家経済の内容を検討し.後の
考察の前提として農民諸層の地主に対する定在を
明らかにしておく｡
まず,表32により自作農家の農家経済の内容か
ら検討しよう｡この農家は,田3町7反,畑2.
5反,宅地2.7反,山林原野2.5反を所有し,
中浦村の中でも比較的大きな経営に属する｡家族
構成を示しておくと,男3,女5人の家族員のう
ち農業労働力となるのは男女各2人であり,その
他に年雇として男2人,女 1人をおいている｡
この家の農業収入からみていくと,臼725.9円,
畑52.08円,雑収入が170余円があるが,水田と
畑の労賃収入が229.4円と大きいのが特徴的であ
ろう｡これに対して農業経営費は,362.6円の年
雇･臨時扉がもっとも大きく,以下,186円の肥
料･種子等の流動的資本,153.9円の農舎 ･農機
具等固定的資本-の投下が続いている｡この結果,
農業所得として461.3円が得られ,399円の家計
費を賄って61円余の剰余となる｡
蓑32 中浦村の自小作別農家経済
(単位:円)
自作農家 小
①農 業 総 所 得 円 円I,197.797 661.858
田 725.900 461_256
価 52.080 26,650
農 業 労 賃 229.425 96.250
雑 収 入 170.392 77.702
②農 業 経 営 費 716.483 570.704
固定的資本 153.996 29.928
流動的資本 186.094 120.636
農業労 賃 362.556 160.056
借 地 料 0 257.084
そ の 他 13.837 3.000
⑧農業所得((令-②) 461.314 91.154
④農 外 所 得 0 24.279
⑤家 計 費 399.817 110.904
症 ;｢中浦村村是調査書｣より作成｡
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次に,小作農家の家計を同様の過程を辿り,自
作農家と対比しつつその特徴をみよう｡
この農家の経営面積は,2町4反である｡借地
料275.1円,米に換算して21.5石は,当時のこの
村の小作料からしてほぼ全て小作地とみてさしつ
かえなかろう｡畑1.5反も同様である｡家族構成
は,男2人,女3人であり,年雇男 1人を置いて
いる｡
さて,この農家の農業収入は661.9円,反当
19.3円となり,自作農家の反当19.6円と比較して
大きな格差ではない｡特徴的な相違をあげておく
と,まず第-に,農業経営費における建物 ･農機
具等の固定的生産手段の支出が自作農家の5分の
1以下に切詰められていることであろう｡第二に,
借地料,つまり小作料が農業支出全体の45%を占
めていることである｡この小作料のために反当で
は3.3円の赤字となり.これを畑作経営で補うと
いう構造ができている｡
以下,農業総収入から農業経営費を差引くと
91.3円となるが,これでは全家計費を賄えない｡
それゆえ,必然的に農外収入が求められるが,こ
の農家は氷売りという特殊な副業でこれを補填し
ている｡(8)この副業収入にもかかわらず,一人当
りの家計費の支出では自作農家66.6円に対して,
小作農家は27.7円と極度に切り詰められていること
にここで注目しなければならない ｡この対象農家
の反収は1.5石前後を記録しており,村平均の
1.4石よりもいくらか高い｡平年作 ･凶作時には
一層困窮ははなはだしいものがあったと思われるO
このように,高率小作料が経営の大きな蛭桔と
なり,また,小作農民層の生活を圧迫しているこ
とを確認できた｡それが以下の諸点で,小作農民
層が地主に依存せざるをえない諸条件をつくりだ
していることを看過できない｡すなわち,第-に,
農機具の貧弱さは一目瞭然であるが,それが農作
業に不可欠である限り,この購入や貸借をめぐり
地主や上層自作 ･自小作農家と結びつかざるをえ
ない｡ 第二に,この高率小作料が,農業外に収
入の道を求めざるをえない構造をつくりあげてい
る｡しかも,この小作農家は特殊な副業であった
が,一般には,年雇･臨時雇等,生活の程を求め
て地重-の依存傾向を強めることになろう｡
中浦村においても従来から北海道や関東方面-
の長軸出椋がみられたが,大正期になると村で保
護会を設立するほどに婦女子の製糸工場への就労
が一般化する.こうした地主のもと-の日雇 ･賃
稼,出稼そして低賃金で劣悪な労働条件をもつ工
場への婦女子の就労によっては じめて,小作農家
の家の再生産が可能であったことをこの農家経済
の内容は示している,といえよう｡
註
(1)拙稿 ｢大正期における地主と農民 (-) 水稲単作
地帯の-地主の事例 ｣ (F長野大学紀要EI第6巻3
号,1984年)｡なお,本稿はこの続編であるが ,これ
らは拙稿 ｢1920年代における地主的支配機構と農民運
動の性格｣(F社会学年報jXl,1982年)とともに,
大正期における地主による農民支配の構造の解明をめ
ざす一連の研究に位置づけられる.
(2) 家の ｢出自の共通｣にもとづく ｢同族｣関係と,質
密な生活上の連関をもつ｢同族団｣の区別については,
竹内利美 F家族慣行と家制度』 (恒星社厚生閣)等に
おいて既に指摘がある｡
(3) これについては ｢公課寄付金控張｣ (田中家文書)
を集計している｡
(41以下は ｢大賛意｣ (田中家文書)による.
(5)地主田中家の地域政治社会における位置の一端につ
いては,前掲 ｢1920年代における地主的支配機構と農
民運動の性格｣において若干触れておいた｡参照願え
れば幸いである｡
(6)竹俣万代の調査によれば.債務農家は自小作農家6
戸 (10戸中),小作農家10戸 (13戸中)であるが,一
戸当りでは前者が110円であるのに対し,小作農家は
80円にとどまっている｡
m これについては F中浦村村是調査書Ef (中浦村)に
おける ｢中浦村現状農家収支計算｣を集計しなおして
いる｡
(8)前掲 F中浦村村是調査書』によれば,｢唯一の業務
たる水稲耕作は-一反歩に付弐円八拾四銭八厘づっの
損毛をなし只に業務の利益なきのみならず却で自家産
出の肥料代金其他副業の利益を以て填補するも尚多少
の不足を告ぐる現況なるを以て生計費は勿論業務上欠
損の幾分をも弁償するの資は全く朝夕汗水を流して働
く所の労力の収入に依らざるべからず｣ (117頁),
と述べられている｡従って,小作農民たちは労働力を
窮迫的に販売しなければならない条件のもとにおかれ
ていたことを確認できる｡
(未完)
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